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【事業所の概要】
　当事業所は、京急線の北久里浜駅からバスで約5分、バス停から徒歩約8分ぐらい
の小高い丘陵地帯にある。同一法人のデイサービス事業所が併設されている。周辺
は集合住宅などが並ぶ住宅街で、緑も多く静かなたたずまいとなっている。道路を
隔てたすぐ隣に大矢部小学校があり、祭りなどの行事には利用者も参加しやすい距
離にある。

【日常的な外出支援】
　散歩などの日常的な外出は毎日でも希望があれば対応している。利用者が生き生
きと過ごせるよう、買い物などの個別の意向に沿い、みかん狩り、バス旅行、夜間
のイルミネーションの見学などに、職員も多数参加して積極的に出かけている。

【食事を楽しむことのできる支援】
　「自分がその立場になったときに、こうしてほしい」大事なことの一つとして、
食の安全への配慮・楽しみとしての食事を考えている。調理師や介護食士が、食材
の色彩や栄養のバランスを考え工夫しており、訪問時には、利用者から思わず「お
いしいわ」という声が出ていた。職員は、会話がはずみ、利用者が各々のペースで
楽しく食事がとれるよう最良の環境を提供することに努めている。

）
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56   ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63   ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57   ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある   ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58   ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが   ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59   ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66   ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67   ○ 1，ほぼ全ての利用者が

  ○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61   ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68   ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62   ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームふれんど 事業所名

 ユニット名



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

理念を廊下、台所に貼り、いつも目に
入るようにしている。シフト時、ミー
ティング時に確認し合い、実践してい
る。

「自分自身がその立場になったとき、
こうしてほしいと思うことを実現して
いきたい」という独自の理念に沿っ
て、事業所が考える最良の環境を整え
ている。日々のサービスの記録など
で、各職員が、理念を実践するために
意識して取り組んでいる様子がうかが
えた。

 

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

町内会に加入し、入居者とともにゴミ
集積場の掃除をしたり、回覧板を回し
たりしている。近所の方が草むしりを
してくださることもある。ホームの庭
のビワの実をおすそ分けしている。

　大矢部3丁目自治会に加入し、餅つ
き大会などの地域の行事や隣の小学校
での運動会、大矢部ふれあい祭りに利
用者が参加している。中学生の福祉体
験の場としてホームを提供した。民
謡、詩吟、コーラスのボランティアが
敬老の日に来所し、職員と一緒に楽し
い時を過ごした。

　地域の行事への参加や、ボ
ランティアの来所、草むし
り、ゴミ当番をするなど、地
域住民として活動している。
今後も普段の暮らしの中で、
ふれあいを持つ機会を増や
し、例えば近隣住民の避難訓
練への見学、参加につなげて
いけるような間柄を作り上げ
ていく取り組みにも期待した
い。

ホーム長が地域の集まりのときに、認
知症についてのお話をさせていただい
ている。隣家の方が体調を悪くした時
は、救急車の手配をお手伝いした。

 

外部評価への取り組みについて、報告
をしている。ホームの行事に参加して
いただき、入居者さまを知っていただ
くことにより、具体的な意見を伺える
ようにしている。

　運営推進会議は2か月に一度の頻度
で開催されている。地域代表や民生委
員、市役所の職員、利用者の家族など
が出席する。ホームの様子や行事、医
療連携について、消防設備工事の事な
どを報告している。意見や問いかけが
あれば、回答し、双方向の話し合いと
なっている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

日常の介護で疑問に思った事や、法令
に反していないかなどわからない事が
あれば、お伺いしている。提出物等
で、訪問した時、ホームの様子を聞い
ていただいている。

　ホーム長が横須賀市のグループホー
ム協議会の役員を務めている。協議会
の研修で市役所の職員に行政の話をし
てもらい、市主催の研修にはホームか
ら職員が参加して、協力関係を構築す
るよう取り組んでいる。

研修に参加し、ミーティングで報告し
ている。職員のメンタルケアに注意し
合うことが虐待を生まないことになる
と思っているので、よく声を掛け合っ
ている。

防犯上玄関の施錠はしているが、希望
があればいつでも開けている。普段出
入りしているところは常に空いてる。

　玄関の施錠は侵入者防止の意味でし
ているが、リビングの掃きだし窓は施
錠せず、いつも開けている。窓からは
利用者がサンダルを履いて外に出るこ
とができる。身体拘束防止の外部研修
には毎年ホームから職員が参加してい
る。

2人の入居者に後見人が付いているこ
ともあり、制度について学ぶ機会があ
る。後見人が来所時には、よくお話を
伺っている。

契約前にホームのことをよく知ってい
ただくように、お話している。契約後
もいつでもホームに来て、入居者の様
子など、何でも言っていただく様にお
願いしている。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

職員のレベルにあった講習会に参加し
てもらい、一人ひとりのスキルアップ
を図っている。入居者、職員に対して
的確な声掛けをしている。

御家族が来所時には、必ず伺うように
している。また、運営推進会議の時、
家族代表の方からも御意見を伺ってい
る。

　日頃の様子を個人日誌で把握して、
祭りなど家族の来所時に報告し意見、
要望を聞いている。外出先の希望につ
いては意向に沿うようにしている。

ミーティング時や個別でもよく話を聞
くようにしている。シフトや手当の事
など色々話している。内容によりすぐ
反映できていることもある。

　職員が日頃から意見、提案を言いや
すい環境であると訪問時には見受けら
れた。夜勤や早出などシフトごとの仕
事の分担の意見や、申し送りの書式に
ついて職員からのアイデアにすぐ対応
した事例がある。

各講習会を受講している。処遇改善の
申請をし、時給を上げた。職員が自
ら、スキルアップの研修に参加を申し
出て来ている。働きやすい環境を作る
努力を代表者が考え、実践している。

地域会議や講習会等で管理者が話し合
う時間を作っている。敷地内のデイの
2階を地域会議に使ってもらった。GH
相互研修を行っている。おせち料理、
もちの食べ方などの研修を行った。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

契約時には、出来る限りお話を伺って
いる。建物をご案内しながら、入居さ
れた後の生活が具体的にイメージ出来
るように努めている。レクの様子も見
ていただくようにしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入所直後の不安を取り除けるように、
夜間などゆっくり話を聞いている。他
の入居者と早く溶け込めるように、レ
クリエーションや会話を工夫してい
る。

本人や家族のお話や様子を伺いなが
ら、必要なサービスを考えている。隣
接のデイサービスを利用し、体調やメ
ンタルも見せていただいている。

職員は、自らの役割と共に、家族とし
て、共に生活をしているという気持ち
で介護をしている。食事を一緒に食べ
たり、TVを観ながら笑ったり泣いたり
している。

御家族の来所を、入居者と一緒に喜ん
でいる。本人と家族の気持ちを考え、
涙する時もある。



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

退去された方の家族から、ぬいぐるみ
をいただき、ホームのマスコットに
なっている。転居先でのご様子を報告
に来てくださり、入居者様と交流して
くださっている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

お知り合いの方が来所時には、またお
越しくださるように声をかけている
が、再訪は少ない。地域の集まりに参
加している方もいる。

　本人の大切な人や場所を「基本情
報」で把握している。近所に住んでい
た利用者が、地域行事の餅つき大会や
食事会へ参加することを支援をした
ケースがある。墓参りを希望する利用
者の家族と連絡をとり、一緒の墓参り
に行くことが実現された。

合わない利用者同士の間に職員が入
り、和やかに会話していただくように
したり、お互いが気にならないように
家具の配置を変えたりしている。

小さなつぶやきや、訴えている眼を見
落とさないように気を配っている。本
人がどうしたいのかを伺いながら、気
持ちを汲み取りながら臨機応変に対応
している。

　利用者の様子を「個人日誌」に毎日
記載し、思いや意向の把握に努めてい
る。一人ひとりの暮らし方の違い、年
齢の差などに気を配っている様子が伺
えた。帰宅願望のある利用者の思いを
汲み取り、しばらく寄り添うように声
かけをしていたことがあった。

入居時に、サービス利用や生活歴など
をよく伺うようにしている。入居後に
知りえたことは連絡ノートなどに記入
し情報を共有している。
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25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

個人日誌などに入居者の御様子を記入
している。職員が気付いたことなど
を、記録している。その時に応じて対
応している。

介護計画担当者が中心となり、それぞ
れの方によい介護が出来るよう、連携
医と話し合っている。介護計画も良く
話し合って計画している。

　個人日誌で毎日の本人の様子を記載
し、変化に気づいたらすぐ計画作成担
当者を含め幹部4人でミーティングを
開き、見直しについて話し合いを行
う。その内容は月1回の職員ミーティ
ングで取り上げ結果については連絡
ノートで職員全員に周知をはかってい
る。往診医や訪問看護師と連携をとり
家族の意向も把握して現状に即した計
画を作成している。

入居者様それぞれの記録方法を実践し
ている。記録から読み取れるものを共
有して、介護方法や計画に反映してい
る。

ご家族の希望で、色々な対応をしてい
る。庭に出て日向ぼっこをしながら、
隣接のデイサービスの方々とも交流を
楽しんでいただいている。敬老会や、
行事に出かけるときにも、ご一緒して
いる。

地域のボランティアさんがお話相手や
敬老会に踊りを見せてくださったり、
レクリエーションを行ってくださる。
近くの小学校の行事に出かける時もあ
る。
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30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

緊急時の受診に対応できない家族に
は、職員が対応している。かかりつけ
医になんでも聞けるような体制をとっ
ている。医療連携契約を交わしてい
る。

　入居前からのかかりつけ医に継続し
て受診している方が1名いる。受診は
原則家族が対応しており、受診結果に
ついて家族から報告を受けている。
ホームで対応した場合は必ず家族へ結
果を連絡している。月1回協力医療機
関からの往診が、月2回メンタル面で
クリニックの医師の往診がある。

入居者が普段のご様子と違うと感じた
時は、記録している。往診時等に細か
くお伝えしている。

入院時は、電話でご家族様からご様子
を伺ったり、面会に行ったりしてい
る。看護師にホーム帰所時の注意など
を伺っている。

一昨年看取りがあったが、医師、家
族、訪問看護師、職員が、強いチーム
ワークで、その方の為に何ができるか
をよく話し合い、看取りすることがで
きた。

　重度化した場合は「ターミナル時の
申し合わせ書」を基に説明し、同意を
もらうことになっている。今年、医療
連携契約を締結し重要事項説明書を作
り直した際、重度化した場合の対応に
ついて、本人・家族へ説明した。協力
医療機関の看護師長が看取りについて
の研修を行い、職員が対応できるよう
体制を整えている。

緊急時マニュアルを壁に貼ってある。
ミーティング時によく話し合い、ロー
ルプレイングしている。
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35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

避難訓練を実施している。色々な場面
を想像し、対応できるように話し合っ
ている。地域との協力体制づくりが課
題となっている。

　年に2回避難訓練を行っている。夜
間想定や避難路の確保などについて、
毎月のミーティングで話し合ってい
る。年に1度定期的に消防設備の点検
を行っている。今年中に消防署立会い
で消防訓練を行う予定である。水や乾
パンの備蓄がある。近隣との協力体制
はこれからの課題である。

　ホーム内での訓練は実施さ
れている。今後は普段の暮ら
しの中で、地域とふれあいを
持つ機会を増やし、近隣住民
の方に避難訓練への見学や参
加をしてもらえるような間柄
を作り上げ、非常災害時の協
力体制を築く取り組みに期待
したい。

馴れ合いにならず、といって、あまり
角ばらないような声掛けを心がけるよ
うミーティングで話し合っている。気
付いた時には、職員同士注意してい
る。

　個人情報は鍵のかかるキャビネット
で保存している。プライバシーに関す
る研修は、新人は入職時に、現任は年
に5回行われている。研修結果はミー
ティングで取り上げ、他の職員の前で
発表・報告している。

本人の意思を伝えていただけるような
声掛けをすべての職員が心がけてい
る。

本人のしたいこと、みんなでしたいこ
となどを伺いながら、その日の動きを
決めている。

本人の意思を伺いながら、服を選んで
いただいている。時折、マニキュアや
口紅をつけていただくと、ホームが華
やぐ。
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40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

野菜の皮むき、下ごしらえ等すべて手
伝っていただくようにしている。下膳
は危なくないように見守っている。お
茶碗拭き、テーブル拭きもお願いして
いる。

　調理師が3人、その中には介護食士
もおり、食材選びから食の安全に配慮
している。訪問時、利用者は工夫を凝
らした食材の配色や職員とのやりとり
を楽しみながら、利用者それぞれの
ペースで完食していた。職員と共に楽
しそうに食事の準備や片付けを手伝っ
ている利用者が見受けられた。

食事量を記録している。水分は、食
事、おやつ時に十分とっていただける
ように声掛けをしている。夜間ペット
ボトルを居室に置いておくようにして
いる。

義歯は毎晩手入れをしていただき、洗
浄剤につけておく。毎朝職員が洗い、
入れていただいている。

職員が各入居者の排泄パターンを把握
していて、声掛けをしている。

　個人日誌で個人の排泄パターンを
チェックし、誘導している。トイレに
行きたくなると落ちつかなくなる利用
者に対して、職員がリズムをつかんで
誘導し、落ち着くようになったケース
がある。失禁しても声かけに工夫した
り、トイレ内では1人にするなどの配
慮をし、自立を維持できるように支援
をしている。

本人の排便しやすい環境づくりを心掛
けている。
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45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

入浴の時間帯は決めている。入浴日も
偏らないように決めてはあるが、本人
の希望により対応している。

　入浴日は夏は1日おきに、冬は週2回
が原則であるが、本人の希望に合わせ
た個別の入浴が可能である。入浴をし
たがらない利用者には声かけを工夫し
たり、一番湯に入ってもらうなど対応
している。入浴が長時間で負担になら
ないように、最後に入ってもらい、バ
スタブの中で体を洗うなどの配慮をし
ている。

昼食後は、居室で休んでいただくよう
声掛けをしている。入床はそれぞれの
ペースで入床している。気温、湿度に
注意している。

目的や副作用などは、ミーティング時
や連絡ノートで確認している。服薬は
職員二人で確認し合っている。新しい
薬が処方された時には、ご様子をよく
観察している。

洗濯物を干したり畳んだり、自室の掃
除を職員と行ってもらっている。新聞
でゴミ箱を作っていただいている。時
節に合わせたおやつなどをお出しし
て、楽しんでいただいている。
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49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

お天気の良い日は、お弁当を持ってド
ライブに行っている。イベントや、近
くの小学校の運動会、地域の餅つき大
会に出かけている。地域や家族の協力
はお願いしていない。

　近くの公園や隣の小学校などに日常
的に散歩に出かけている。外出の希望
があれば、毎日のように対応してい
る。個別に買い物に行きたいという利
用者にも同行したことがある。みかん
狩りやお花見、日帰り旅行など盛りだ
くさんの予定が随時組まれている。職
員は車いす対応で協力し合い、外出の
機会を増やせるよう努めている

希望により買い物に出かけているが、
現金は、ホームでお預かりしているの
で直接使うことはない。

希望があれば電話は自由に使っても
らっている。家族からプレゼントが届
いたときなどは、お礼の電話を入れて
いただいている。

安全を考慮して人感センサー付きの照
明器具に取り換えた。室温、湿度の調
整もこまめに行うようにしている。室
内は季節を感じられるような飾り付け
をしている。

　季節感が感じられ居心地よい空間と
なるように壁面に飾りつけがあり、行
事の写真が貼られている。手作りの日
めくりカレンダーは、利用者が毎朝め
くり楽しく日にち曜日の確認ができ
る。ダイニングテーブルの両側にはソ
ファーが置かれ、いつでもくつろげる
ようになっている。
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53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

それぞれの居室でゆっくり過ごしてい
ただけるようにしている。リビングの
テーブルとは別のスペースにソファを
置いてある。２Fホールにもソファを
置き使っていただいている。

ご自身で作ったものや、イベント時の
プレゼントを飾り楽しんでいただいて
いる。本人の思いを伺うようにしてい
る。

　居室は洋室と和室があり、それぞれ
の部屋にタンスや仏壇など使い慣れた
ものを持ち込んでもらい、自分の家と
同じように落ち着いて過ごせるように
配慮している。各居室には防炎カーテ
ンが取り付けられ、クローゼットや押
入れの収納スペースが広くとられてい
た。

入居者の目線の案内プレートを作って
いる。自分で必要な物が取れるように
置いてある。段差のあるところには、
手すりを設けたり、色テープを張った
りして安全を心掛けている。


